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研究集録35

2008年度研究•実践

「コミュニケーション的関係がひらく障害児教育」
～生活・集団・内面•発達と障害をとらえなおす～

神戸大学発達科学部附属特別支援学校



2008年度研究集録の発行に当たって

学校長 佐々木倫子

2008年度の『研究集録』をお届け致します。発達科学部附属としての『研究集録」は今年が最後になります。

次年度、本校は神戸大学発達科学部附属から神戸大学附属に変わります。「コミュニケーション的関係がひらく

障害児教育」を中心においた教育方針そのものは、今までと同じように継続されますが、大学との共同研究と

いう部分では、これから大きく変化していくのではないかと感じています。この学部附属から大学附属への変

化を、我々は積極的に活用し、プラスに転じていかなければならないと思っております。

本校において、教員は現場での教育実践を学部研究会とテーマ別研究会の二つの視点から複数の目で見直し

ています。まず、学部研究会では、小学部、中学部、高等部がそれぞれの年齢に則したテーマを掲げ、学部教

員が全員で実践と照らし合わせながら研究活動を行っています。それから、テーマ別研究会では、年齢とは関

係なく、教育内容の違いで「ことば• 国語」「ものづくりと自分づくり」「集団• 自治」「からだ・性」の4つの

テーマで研究会が開かれ、教員はこの4つのグループのどこかの研究会に所属しています。そしてこれらをま

とめる形で研究推進委員会が存在し、月に 1度それぞれの研究会で出てきた問題を深く掘り下げることを行っ

てきました。そして年に2回 (7月と 3月）全校研究会を持つことで、教員全員が、問題を共有し、検討し合

う場を持ってまいりました。それぞれの詳細については本文をお読みください。

2005年に『コミュニケーション的関係がひらく障害児教育Jを出版して以来、本校はこの言葉に則し、教育

実践力とは何か、教師の専門性とは何かを問い直し、確認し続けてきました。今年度も、研究推進委員会では

本のタイトルと同じ「コミュニケーション的関係がひらく障害児教育～生活・集団• 内面•発達と障害をとら

えなおす～」という研究主題をかかげました。今年度の大きな収穫は、本校での事例研究を通して、この「コ

ミュニケーション的関係」という言葉を頭だけではなく、体験を踏まえ、身体まるごとで感じ•理解したこと

です。教員という現場の仕事をする人間にとって、このことはとても重要なことです。私達が相互了解•合意

の獲得としてコミュニケーションを把握し、信念を持って行っている教育を、学外の方々にも研究集録を通し

て知っていただき、また現場にお越しいただき、さまざまなご意見やご感想を交換する場を持ち、議論してい

くことで、この研究主題をいっそう深めていけるのではないかと思っております。
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研究実践活動の実際とまとめ

I 今年度の研究実践活動についての方針

◎研究主題

「コミュニケーション的関係がひらく障害児教育」

◎サブテーマ

生活・集団・内面•発達と障害をとらえなおす

◎今年度の重点課題

●研究協議会のない年なのでじっくり一人ひとりの教

育実践力量を高める 1年にする。ー教育実践力量と

は何か、教師の専門性とは何かを追求し、確認し合

いながら進める。「コミュニケーション的関係がひ

らく障害児教育」の内容を深める。研推でも毎月学

習会をする。

●学部構成員が大きく変わっているので、実践研究に

ついて校内での共通理解を進める。→共通するキー

ワードはないか。ーお互いの実践について疑問や意

見をフランクに出し合い、相互批判しあいながら、

共通理解を進める。

く今年度の重点課題＞

①本校の出版本『コミュニケーション的関係がひらく

障害児教育』の内容への理解を進めること。

②教育実践についての共通理解を進め、本校の実践を

まわりに発信していくこと。

•学部研究、テーマ別研究会、全校研究会の実施

と充実 ・公開研究会の実施

③特別支援教育の学習と吟味を進めること

※他の学校の状況や実践を交流しながら進めること

④本校に在籍する広汎性発達障害• 自閉性障害、 LD、

ADHD、などの子どもたちへの教育内容の創造

⑤発達科学部との連携をはかること

※コラボレーション委員会を持ち、授業実践にアド

バイスなどを頂ける先生との連携を広げていく。

1 . テーマ設定の理由

(1) 改悪教育基本法と教育の管理統制

7月1日に教育基本法の改悪によって制度化された

「教育振興基本計画」が閣議決定された。国がこのよう

な「計画」を一方的に策定することは、政府による教育

内容への無制限な介入・支配に道をひらくものである。

その内容は、「愛国心教育」や競争教育の推進を目指す

改悪基本法の、全面的な具体化を図ったものになってい

る。

今後5年間に取り組むぺき課題として、◆新学習指導

要領や全国一斉学カテストの実施により世界トップの学

力水準を目指す◆道徳教育や伝統・文化に関する教育を

推進し、規範意識を養う。◆めりはりある教員給与体系、

教員免許更新制を着実に実施するーなどをかかげている。

国による教育統制を強め、子どもと学校を競争に駆り立

てる項目が目白押しである。

一方で、文科省は、教職員を2万5千人増やすことな

ど教員予算増や教員増の数値目標を計画に盛り込むつも

りであったが、財務省に押さえ込まれ、数値目標は削ら

れた。しかし、一方で全国一斉学カテストの実施や道徳

教材への国庫補助制度の検討など、教育内容・方法にか

かわる目標は明確に盛り込まれている。

小•中学校学習指導要領が 3 月に告示され、高校、特

別支援学校学習指導要領も今年中に告示される予定であ

るが、指導要領による教育内容統制を一層強める仕組み

が示されている。特別支援学校をはじめ、特別支援学級・

通級による指導・通常の学級学籍児の指導においても

「個別の指導計画」作成を義務付け、「実践をふまえた評

価」を指導の改善に生かすことが義務付けられた。学習

内容しめつけを強めるツールとして「個別の指導計画」

が使われる可能性がでてきている。教育課程において企

業の経営論理である PDCAサイクルを確立していこう

とするなど、教育内容にどのような影響が出てくるのか

見ておく必要がある。

このように、全国一斉学カテストの強行とその結果発

表に象徴されるような能力主義的で一面的な学力競争と

学習指導要領の改訂に見られる教育内容や指導方法の統

制がいっそう強化される中で、障害やその他の困難を持

つ子どもが学校から排除される状況が出てきている。

そして、学校教育法の改悪にともなう、教員免許更新

制は、個々の教員へ精神的・肉体的•経済的に多大な負

担をかけるものであり、管理統制につながる可能性が濃

厚である。各地で広がる君が代・日の丸の強制での処分

による研修や大学生対象に民間が経営している東京教師

養成塾では、教員採用試験で特別扱いがなされるなど、

新たな教員の管理統制の動きにも注意をはらいたい。

教育現場が抱える困難な状況を政府も捉えているのだ

ろうが、なぜ強行的に教育の管理統制を進めようとする

のか。その意図をしっかり捉え、その「人づくり」の方

向を見極めておくことが大切であると考える。日本を

「戦争ができる国」に導くための人づくりを目指してい

ると考えられる。それは、日本の経済界とアメリカから

の強烈な要請があるからである。企業の自由な競争を放

任する新自由主義の政策は、日本企業の海外市場を膨大
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に広げ、軍隊でその市場を守ってもらいたいという財界

の思いと、同盟国として海外へ日本から軍隊を出してほ

しいというアメリカの思いを受けての事である。その

「人づくり」ー「教育」の導く先を見据えておくことが

必要である。

障害のあるなしにかかわらず「教育とは何か」「教師

の専門性とは何か」などを深めながら、「人格形成や自

分づくり」をどのように具体的に実践を進めるのかとい

うものを問い直していくことが課題となる。

(2) 特別支援教育2年目から見えてくるもの

特別支援教育が2年目を迎える。本校に入学してくる

中学部や高等部の生徒たちの姿を見ていると、通常学級

での特別支援教育の有り様に疑問を持つ。特別支援教育

で光が当たるようになった発達障害の生徒たちの、大人

への信頼感の薄さやコミュニケー的関係の希薄さを感じ

るからである。

特別支援教育が制度化されたものの、制度上必要な支

援がされておらず、各学校の努力で取り組まれていると

いうのが実情であろう。通級指導担当教員や特別支援教

育支援員の配置の増員は微々たるもので、身分保障など

も大きな問題となっている。

また、特別支援学校では、知的障害を対象とする学校

を中心に、学校の過密化・過大規模化が顕著に進行して

いる。その対策として「小• 中学校の活用」および「複

数障害種別の受け入れ促進」が進められ、その結果、少

数障害種別の子供の学校のリストラが進行し身近なとこ

ろで、ゅたかな実践的経験に裏付けられた専門性のある

教育を受けられる条件が確実に減っている状況である。

このような教育条件の中で、上述したような子どもの

発達を阻害するような過度な競争主義的な教育が進めら

れている通常学校•学級では、その困難性はより増すで

あろう。また、 PDCAサイクルなどの導入や「個別の

指導計画」の義務付けが「教員評価」につながるような

システムが持ち込まれる中で、◆子供の捉え方や発達観・

障害観・人間観◆集団の捉え方と個の問題◆教師の専門

性や教育実践観などが歪められていくのではないかと危

惧する。このままの状況では、特別支援教育は成功する

とは思えない。

一般校の特別支援教育に関わる教員たちは、こんな矛

盾の中で、教育実践に悩んでいるに違いない。特別支援

教育は、通常教育の根本的な改革なくして発展はありえ

ない。どの子も排除しないというインクルーシプな教育

の保障を実現していくことの課題は大きい。

(3) 障害者権利条約の批准と障害者自立支援法

日本の教育、また障害児・者を取り巻く状況の異常さ

とは別に、世界的には障害者権利条約を20ヵ国で批准し

た。日本政府はそれをいかす方向では動いていない。教

育の第24条は障害のある人の教育の権利を認めることを

第一に掲げ、インクルーシィブな教育を確保し各人の最

大限の発達を保障することをめざしている。

権利条約の各条項に示された権利の水準に照らして、

国内法を見なおすことが求められる。応益負担をはじめ

とする「障害者自立支援法」の福祉体系サービスは、障

害者の生きる権利と対立するものであり、卒業後の生活

を豊かにしていくものとは成り得ない。また、同法が、

子どもたちの進路指導や高等部教育の中に、狭義の「職

業教育」を強いるものになることが危惧される。そうし

たことを視野に入れて、高等部での「自分づくり」を進

める取り組みを大事にし、地域の作業所や施設との連携

が求められる。

(4) 「コミュニケーション的関係がひらく障害児教育」

の価値と重要性

このような情勢を視野に入れて、長年テーマとしてあ

げてきた『障害を見つめ•発達に即し•生活実態に根ざ

した科学的障害児教育の創造』から、昨年の研究協議会

のテーマに掲げた「コミュニケーション的関係がひらく

障害児教育」というテーマを挙げることとした。競争主

義的教育が進められ教育の管理統制が強まる中で「教育」

で何が奪われるのだろうか。あらゆるコミュニケーショ

ン的関係が奪われていくのだと思われる。指導の個別化

の中での子どもと子どもの関係、子どもを管理する教師

と子どもの関係、管理される教師と教師の関係は、わか

り合うものではなく、上から下への伝達、命令、押しつ

けとなるだろう。そんな中で教師と保護者が共同して子

どもたちの発達を見守っていく関係を育むのは難し＜、

批判し合う関係となってしまうだろう。

対等•平等の関係のもとで、教師が意図的・組織的に

取り組む教育実践を通して、子ども同士が、教師と子ど

もがコミュニケーション的関係を楽しみながら、合意•

了解し、わかり合う世界を広げていく取り組みこそが、

今教育に求められている。子どもの発達課題を読み取り

それを教材化し、子どもたちと豊かにコミケーション的

関係を結びながらわかり合う世界を作り上げていき、教

師同士でそれを通して子ども理解や教材理解を深め合い

子どもたちの発達を喜び合って成長していける一そんな

教育実践の基本的な有り様は、他校では実際難しくなっ

ている中で、本校の取り組みを発信していく意味は大き
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い。そのためには、子どもたちの集団の中で膨らむ内面

や思いを読み取り、個の発達と集団の育ちを統一的に捉

えていくことの大事さを改めて確認し合いたい。発達を

保障する授業をはじめ、学校生活づくりを視野に入れて

いくことも重要である。そして何より、教師集団で、ワ

イワイがやがやと子どものことや授業のことを語り合う

が、楽しいなとおもえるような、実践研究を進めたい。

そして、保護者と共に、子どもたちの卒業後の生活や

生涯にわたって発達していけるような、生活の場を保障

していくために、地域の施設や作業所、労働機関などと

のコミュニケーション的関係を築いていく必要も出てき

ている。

特別支援教育で光があたるようになった子どもたちの

が、どのようになるのかは、不明な点が多い。発達科学

部や大学とのコラボレーションを探っていく必要がある。

またどのような連携が必要なのか、コラボレーション委

員会の動きもみながら、具体化をはかりたい。

2. 各学部研究の方針ー各学部の項目を参照

［小学部］＜コミュニケーションを築きはじめた子ども

の教育をどうつくりだしていくのか＞

［中学部］＜中学部時期の生徒の自分づくりを探る＞

～キーワード「個と集団の変容」「授業づくり」～

［高等部］＜豊かな人格発達をめざす高等部教育＞

～仲間とともに進める自分づくり～

「障害」の捉え方や子どもの理解をめぐって、現場では 3. 研究推進の具体的内容と方法について

混乱もあるだろう。上述したように「障害」を「生活・ (1) 各研究会を充実させる。

集団• 内面•発達」から捉え直していくことが求められ

るだろう。

特に、今年度については、コミュニケーション的関係

をひらいていく教育実践の中身をめぐって、 3つの理性

についての理解を実践から深めていきたいと考えている。

真理性命題・社会性命題・誠実性命題の内容について、

具体的な教育実践上で、教師集団で理解を深めていくこ

とが大きな課題である。

さらに、小•中•高での実践的つながりや、共通の視点

を持った取り組みの足がかりを作る年にできればと思う。

(5) 国民生活の破壊と子どもたちと家族を取り巻く状況

①全校研究会の充実 1学期と 3学期に実施

◎校内での各学部の研究実践についてお互いに共通

理解をはかる場にしていく。

◎重点課題について全校的理解を進める場にする。

◎協議・論議の方法を工夫して取り組む。

②公開研究会の実施 2学期に実施

◎講演を入れて、本校教員も一緒に他校の先生たち

と学ぶ場とする。

◎実践を提起し、本校の実践を発信していく機会と

する。

◎他校の先生との意見交流を大切にする。

③テーマ別研究会（グループ研究会）の実施

◎学期に 1回を研推で設定する。

◎テーマ 「ことば• 国語」「ものづくりと自分づ

くり」「集団• 自治」「からだ•性」の 4 グループ

で実施する。

◎全員に希望をとり、各グループに各学部の構成員

が配属されるように、調整をして実施する。

◎各教科等での研究会についても要求はあると思わ

れる。しかし、テーマ別研究会とは少し趣旨も違っ

てくる。各教科等の研究を自主的に取り組むこと

は、大歓迎である。夏休みなど長期休業中を利用

して、自主的に計画実施する際には、期日などを

伝え合い、全教員が自主的に参加できるようにし

たい。

以上のような取り組みを進めるにあたって、留意しな

ければならないことは「教育を受ける権利」以前に、憲

法で保障されている「健康で文化的な最低限度の生活」

を送ることができない子どもたちが広範に生まれている。

これは、小泉内閣以降の「構造改革」路線の中で医療・

福祉・教育の公的な責任を放棄すぺくそこに予算をつけ

ることなく、国民に自己責任として押しつけてきたから

である。石油の高騰を弾みに、バター、卵までの日常品

の物価高騰など、子どもたちを支える家族の生活の崩壊

が急速に広がっている。たとえば、小• 中学校では、就

学援助を受けている家庭が地域によっては半数以上もあ

るなど、教育以前の課題が大きな問題になっている。子

どもたちを支える家族の状況を敏感に、 T寧に感じとっ

て、保護者とのコミュニケーション的関係を結んでいく

必要があろう。 (2) 研究図書の購入、整備

•希望図書の購入 ・研究図書の購入 ・研究図書、

(6) 大学附属再編めぐって 定期購読雑誌の活用• この 3年間の希望図書の整備、

2009年に大学附属に移行することだけはわかっている 確認 • 2 F図書室の整理
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◎上記の課題について、計画的に取り組みを進める。

新版k式の発達検査器具を 1セット購入する。また、

図書の整備については、長期休みを利用して取り組む。

(3) 広報活動

・研究推進ニュースの発行

◎学期ごとの発行計画を立て、原稿依頼、発行と計画

的に発行を進める。

◎内容については、学部研究の取り組みを初め、テー

マ別研究や出張報告、校長先生の授業訪問記など、

多様に組み入れていく。

(4) 研究出張

•県特知研の小中高の部会には、なんとか参加の方向

を追求する。

・近特知研には、できるだけ参加の方向を探る。

・休業中の学習会、研究会をできるだけ集約して、出

張を保障する。

◎できるだけ、たくさんの教員が出張にいけるように

希望を取りながら、計画的に予算執行する。

◎出張後は、研推ニュースや学部会などでの報告会を

持ち、みんなに返していくようにする。

(5) 研究集録の発行

• No.35の発行する。

◎2学期以降計画的に進める。

(6) 対外的な連携の諸課題

•発達科学部と連携する。

•県特知研、近特知研、教大協などとの連携をはかる。

◎コラボレーション委員会は実際には機能していない

が、校長先生にもアクションをかけてもらいながら、

2学期の公開研究会などに参加をお願いする。

◎近特知研究協議会の副会長に副校長があたっている。

近特知研の夏の大会が、舞子ビラで実施される。小・

中•高の各部会の分科会に参加して、他校の状況を

把握し、本校の教育実践についても知らせる機会と

なると良い。各学部から最低1名、たくさんの参加

を呼び掛ける。

(7) 地域との連携

・障害児幼児保育教室（たんぼぼ教室）の開催 月1回

•明石障害児学級担任者会

•附属明石小学 2 年生との交流

•三木特別支援学校と本校高等部の交流

•木の根学園職員と高等部教員との懇談会

•翔職員と高等部教員との懇談会

II 今年度の研究の成果と課題
(1) 改訂学習指導要領の影響と教育の管理統制

2008年教育基本法が改悪され、それによって制度化さ

れた「教育振興基本計画」が閣議決定された。その内容

は、「愛国心教育」や競争教育の推進を目指す改悪教育

基本法の全面的な具体化を図るもので、国がこのような

「計画」を一方的に策定することは、政府による教育内

容への無制限な介入•支配に道を開くものである。 その

中で今後5年間に取り組むぺき課題として、新学習指導

要領や全国一斉学カテストの実施により世界トップの学

力水準を目指すとあるように、昨年告示された改訂学習

指導要領により、教育内容や指導方法の統制が一層強化

されることになることが危惧される。

2008年12月22日には、特別支援学校幼稚部教育要領案、

および小• 中・高等部学習指導要領案が公表された。前

述したように、現場では大きな影響力を持つものであり

教育内容や教育実践がどのようになっていくのかを見て

いく必要があるだろう。

一つには、これまで自立活動と重度重複障害児への教

育に限定されていた「個別の指導計画」の作成が、教育

活動全体にたいして義務付けられ、それをもとにした個

別指導の重視が強調されていることである。子ども一人

ひとりの実態や課題を捉えることは必要なことであるが

「個別の指導計画」が子どもの実態把握から効率的な指

導に活用され、その中で、本来企業の物づくりの論理で

ある PDCAサイクルによる達成度チェックが求められ

る。ここでは、「～ができる・できない」のチェックが

中心となるため、子どもたちの願いや発達要求など内面

の育ちを見たり、まるごとを捉えるものになるのだろう

か。また物づくりの「～したら～なる」ことの効率を高

めていくための、スモールステップや環境の単純化や個

別指導などを行なうことで、子どもが自ら選びとって活

動の主体になっていくことができるのか危惧される。

一方で、教師は「個別の指導計画」を書くことに追わ

れてしまい、個別の指導計画を集団的に論議したり、教

育実践を組織的に展開していくためのコミュニケーショ

ンをはかったり、集団的に実践力量を高めていくような

営みが難しい状況になるのではないだろうか。

次に、自立活動には新たな区分として「人間関係の形

成」が設けられたことである。自閉症の子どもの障害特

性とされる「社会性の障害」への対応であると考えられ

る。特別支援教育の中でも「障害特性に配慮する」こと
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が強調されているが、自閉症における「障害に応じた教

育」については1990年代頃からTEACTプログラムな

どの教育方法などが、盛んに用いられてきた。そもそも

障害特性をどう捉えるのかの定義も不明確で、障害特性

は固定的なものなのか、自閉症の子どもたちの人格発達

をどのように考えるのか、環境調整を軸に子どもの行動

面での適応を目指すのか、などの課題も多い。

「人間関係の形成」という視点は大切であるとしても

どこの場でどのような内容で、どのような人間関係を育

みながら取り組むのかが重要である。「個別の指導計画」

の内容と合わせてどのような取り組みがなされるのか注

視していきたい。

最後は、「自立と社会参加を推進するため、職業教育

等を充実する」という基本的な考え方が打ち出されたこ

とである。そのため「自立と社会参加に向けた職業教育

の充実」が主な改善事項として位置付けられた。具体的

には「特別支援学校（知的障害）における職業教育を充

実するため、高等部の専門教科として『福祉』を新設」、

「地域や産業界と連携し職業教育や進路指導の充実をは

かることを規定」と掲げている。

これらを具体的に受けて、東京都では「知的障害が軽

い生徒を対象とした養護学校高等部」を設置する方針が

出され、生徒全員が企業就労を目指す「職業科」の設置

が進められている。わかりやすくいうと「タックスペイ

ヤー（納税者）を育てる高等部づくり」を進め、東京都

を典型として全国に波及、進行している。

子どもたちの「就労支援」をしていくことは、大切な

課題である。しかし、それは、生徒が生き生きと自分ら

しさを発揮し青年らしく輝く学校生活を保障し、自分を

知り仲間とつながり、自己肯定感を膨らましていく中で

こそ「働く」意欲は育まれるものである。それこそが

「就労支援」の土台となるぺきものだろう。

以上述ぺたように、改訂学習指導要領が現場にどのよ

うな影響があるのか、改訂学習指導要領の内容を具体的

に読んだりすることも含めて、本校の実践と何が違うの

か、検討が必要となっている。

(2) 「コミュニケーション的関係がひらく障害児教育」

の価値と重要性の高まり

以上に述ぺたような特別支援教育をめぐる状況を鑑み

本校の提起している「コミュケーション的関係がひらく

障害児教育」の価値と重要性は何か、本校教育で大切に

してきていることは何か、そして今後の課題は何かなど

を共通理解していくことが重要になっている。改訂学習

指導要領との関連で特徴をあげたいと思う。

まず第一には、「個別の指導計画」が義務付けられる

ずっと以前から、子どもたちの実態と課題を把握する

「教育実践カルテ」を作成し、学部教師集団での論議を

重ね、子どもたちの共通理解を図る努力をしてきたこと

である。そこでは、各学部で項目は違うものの、「全人

格的課題」という項目を設け、子どもを丸ごと捉えるよ

うにしてきた。表面的な「できる・できない」に捉われ

ず、子どもたちの内面の育ちや願いを読み取ろうとして

いる。集団論議の中で、加筆修正しながら、より教師集

団で子ども理解を深めていく。そんな取り組みが特徴で

ある。今後は教育実践カルテで不十分なところ一例えば

保護者とのコンセンサスや授業実践にどう生かすかとい

う問題などーも出しあいながら、より発展させていく必

要があるだろう。

第二に、障害に配慮しつつも、どの子どもにも人格形

成と自分づくりを進める教育をコミュニケーション的関

係を大切にしながら教育実践に取り組んでいることであ

る。子どもの発達課題を集団的に検討し合いながら、教

材化をはかり、子どもたちにどんな文化と出会わせるの

か、どんな学校生活を用意するのかという視点を持って、

教師が実践の主体として取り組みながら教育課程の中身

を検討してきていることである。そこでは、「生活・集

団・内面•発達」と「障害」を捉え直すという視点を大

事にしてきたが、今後より重要になってくるだろう。

一方でここ数年教育課程が大きくかわっているわけで

はない。今の課題問題点を全校的視野に立って検討して

いくことや、小• 中・高の実践の内容についてつながり

を明確にしていくことが必要になってきている。

第三に、高等部研究での「生産学習」の取り組みを中

心に「自分づくり」を進める実践である。物づくりを通

して、コミュニケーション的理性を発揮し内面を豊かに

膨らまし、自己•他者認識を深め、仲間と共に「生産」

に取り組む姿から、就労するための教育ではなく、人格

発達を保障する教育の重要性を感じる。どのように発信

していくか、他の関連諸機関とも連携しながら検討しく

ことが求められる。

このように考えると、研究主題とサプテーマの視点は

改訂学習指導要領の影響のもと特別支援教育の実践的課

題を吟味する上では、とても価値あるものとなっている。

次年度は、研究協議会が実施されるが、本校の教育実践

の特徴を論議し深めて発信していきたい。

2 今年度の重点課題について

く今年度の重点課題＞

(1) 本校の出版本『コミュニケーション的関係がひらく
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障害児教育』内容への理解を進めること。

・研究推進委員会でもレポートをもとに4回の学習会

をもった。レポートによって、本のどこの部分につ

いて深めていくのかは違いがあったが、実践をもと

に本の内容を深めていく取り組みを研推のメンバー

で進めることができたことは意義深い。今後もおお

いに論議していきたい。

• 高等部では、事例をもとに、「やりとり」の中身に

ついて検討をする上でコミュニケーション的理性の

視点を持つと見えてくるものがあること、「生産学

習」と「自分づくり」の関連図でコミュニケーショ

ン的関係の中身が3つの理性と関わっているという

ことなど論議が進められたことは、意義深い。

• 中学部では、公開研の資料づくりで、学級活動の取

り組みの基本的な捉え方の中で、 3つの理性に関わ

る内容があげられている。今後は具体的な実践場面

で共通理解が進められることが求められる。

•小学部では、直接的にはコミュニケーション的関係

や理性について述ぺられているわけではないが、

「ことば」の授業を研究テーマにしているので、理

性や享受能力などとおおいに関連がある内容となっ

ている。

●全体としては、「コミュニケーション的関係がひら

＜障害児教育」の内容が意識し始められるようになっ

たと言える。

● 「3つの理性の発揮」や「享受能力」という視点を

具体的な実践の中で検討していくことも課題となる

だろう。

(2) 教育実践についての共通理解を進め、本校の実践を

まわりに発信していくこと。

•学部研究、テーマ別研究会、全校研究会の実施と充

実・公開研究会の実施

●次項の3と4で報告する。

(3) 特別支援教育の学習と吟味を進めること

●全体として、十分に進めることができなかったが、公

開研究会で、越野講演を聞いたりして、教育実践につ

いては学びを進めることができた。公開研究会で他校

の先生の参加があったが、実践交流をすることはでき

なかったのは反省として残る。

●次年度は協議会があるので、実践の節目としながら、

特別支援教育の現状を学びつつ、現場への影響の大き

い改訂学習指導要領についての学びが不可欠である。

(4) 本校に在籍する広汎性発達障害• 自閉症スペクトラ

ム、 LD、ADHD、などの教育内容の創造

●各学部でカルテ検討などで、丁寧に検討されているが、

中•高等部では指導の難しさも出されている。その中

でT寧な事例研究が高等部で進められたことは意義深

ぃ。今後も意識して取り組んでいく必要があるだろう。

(5) 発連科学部との連携

●校長先生に各学部の音楽の授業を見てもらうことがで

きたことはよかった。

●発達科学部との連携はできていない。次年度大学附属

となることで、どのように連携していくかは、今のと

ころ不透明である。

3 学部研究の総括ー各学部研究の総括に委ねる

［小学部］＜コミュニケーションを築きはじめた子ども

の教育をどうつくりだしていくのか＞～「ことば• か

ず•あそび」の授業を通して、教材の質、集団の意味

を問う～

［中学部］＜中学部時期の生徒の自分づくりを探る＞

～キーワード「個と集団の変容」「授業づくり」～

［高等部］＜豊かな人格発達をめざす高等部教育＞

～仲間とともに進める自分づくり～

ーコミュニケーション•自治というキーワードをも

とに「自分づくり」を探る一

4 研究推進の具体的内容と方法についての総括

(1) 各研究会の充実

①全校研•公開研・授業研の充実

今年度は、全校研究会を 7月と 3月に、公開研究会

を11月に、越野先生を招いての高等部の授業研究会と

多様な研究会を実施した。それぞれの研究会の日程を

各学期の初めに決めたので、取り組みに余裕があった

わけではなかったが、各学部で研究の節目となるよう

な取り組みとして位置付けて取り組まれ、学び多い研

究会になった。

公開研では他校の参加者もあり、本校の実践を発信

する機会となったが、内容がたくさんあり過ぎて消化

不良となってしまった感が残る。提案や論議の工夫が

今後の課題である。総括研究会ではその課題を受け継

いで取り組むようにしたい。論議の柱を設定して各学

部での研究内容について共通理解を深めるものにした

し'o
また高等部での越野先生を招いての授業研究会は、

事例にあげていた生徒が欠席したのは残念であったが
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「Oくんの『自分づくり』のやりとりから読み取る」

学部論議を経てという資料をもとに、授業についてや

「生産学習」と「自分づくり」の関連図についての示

唆をもらえ、意義深い取り組みとなった。小• 中学部

も次年度に実施できればと思っている。但し、次年度

は協議会がある年なので、年度当初から計画的に取り

組むようにする必要がある。

●全校研究会

日時 7月4日（金） 13: 10-

目的 ・今年度の研究と各学部の研究の内容を知り

合う。

内容 ・研究推進委員会と各学部の研究の報告につ

いて論議する。

●公開研究会

日時 11月22日（土） 13: oo-
目的 •他校の先生と一緒に、「教育実践力」につ

いて学ぷ。

•本校の実践を発信する。

内容 ・講演「教育実践力を高める授業づくり」

越野和之氏（奈良教育大学）

•本校からの実践提案（小：ことば 中：学

級活動高：事例研究）

●高等部の授業研究会一越野先生を招いて

日時 2月248(火） 10: 00-17 : 00 

目的 ・授業を見てもらって今後の研究に向けて越

野先生に示唆をもらう。

内容 •O くんの『自分づくり』のやりとりから読

み取る」の学部論議を経てという資料をも

とに論議検討する。

●総括研究会

日時 3月13日（金） 13: 30-

目的 •今年度の研究実践の成果と課題を共有する。

•各学部研究の内容について論議を深めて、

次年度の課題を共有する。

内容 ・研究推進委員会と各学部の研究の総括報告

について論議する。

③テーマ別研究会（グループ研究会）の実施

●メンバー構成

ことば•国語
岡田• 岡宗•長谷川•岩崎• 杉本・
（研推）西堂•山口

ものづくりと 濱•奥村・黒川・湯山•粟田・大竹
自分づくり （研推）大宮・柴田

集団• 自治
松永•衣笠•殿垣• 中川・空井
（研推）佐藤

からだ• 性
本田・荻野•井上・澤田
（研推）大谷

上記の表のようなメンバー構成で4つのテーマ別研

究会に取り組んだ。学期に 1回で年間3回の実施と回

数は少なく内容を積み上げていくことは実際には難し

い状況であるが、学部を越えた教員集団で、互いの実

践を論議し合うことは、とても意義深いし、深めてい

くべき内容が豊富にある。

次年度もこの4グループで継続して、テーマ別研究

会を実施して、実践検討を積み上げていく。尚、各テー

マ別研究会での実践報告のレポートなどは、研推ファ

イルに保存しておくようにしたい。

(2) 研究図書の購入、整備

• 1学期は比較的多数の希望図書が出されたが、後半

はほとんどなかった。しかし、新版k式発達検査器

具を購入したので、決算は予算を上回ったが、やむ

おえない。

• 図書の整理、整頓はできなかった。次年度に申し送

りたし'o

•新版k式発達検査器具 1 セットを購入し、 2F会議

室で物品ラベルを貼って保管している。

(3) 広報活動

・研究推進ニュースを No.17まで発行した。

•学期ごとの発行計画を立てて進めたが、後半はでき

なかった。研究出張報告を中心として発行した。副

校長・校長先生にも執筆してもらえたのは良かった。

(4) 研究出張

・全体としては、ほぼ予算額を執行している。数年学

習会や研究会への予算を手厚くしている。県特知研

近特知研にいけない場合は、学習会への援助を増や

したり、状況を見ながら執行してきた。

• 県特知研には中学部しか参加できなかったが、この

ところ参加できていなかった近特知研には小•高等

部とが参加できた。行事などと重なって、参加しに

くい状況もあるが、今後も参加の方向を探っていく

ようにする。しかし、今年は近特知研の夏の研究大

会が舞子ビラの実施となったため、多くの教員が参

加して、学びの機会を得たことは良かった。

•今年は、夏期休業中の学習会や研究会に多くの教員

が参加した。他の学習会や研究会への援助も予算の

執行状況を見ながら、できるだけ援助していき、教

員の外での学びの機会を増やしていくようにしたい。
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(5) 研究集録の発行

研究集録No.34を発行し、関係諸機関に配布した。また

No.35の発行計画を立てた。

(6) 対外的な諸課題

◎発達科学部との連携

次年度から大学附属となることで、発達科学部のコラ

ボレーション委員会は自然消滅する。変わって「教育研

究専門委員会」が設置され、各校の研究担当が委員にな

り大学からも教授が入ると言われているが、具体的な組

織や運営については、まったく不透明である。

◎教大協近畿研究集会（奈良）では、井澤副校長がパネ

リストとして参加して、連携をはかってきた。

(7) 地域との連携

・障害児幼児保育教室（たんぼぼ教室）の開催 月1回

•明石障害児学級担任者会

• 附属明石小学2年生との交流 6月24日

2月198

•三木特別支援学校と本校高等部の交流 6月25日

•木の根学園職員と高等部教員との懇談会 8 月 29 日

•翔職員と高等部教員との懇談会 8月12日（火）

(8) その他

• 40周年記念誌の内容について

この10年の教育・障害児教育の情勢や、本校の変遷

なども踏まえながら出版本の「コミュニケーション的

関係がひらく障害児教育」の意味や価値を発信できる

内容を検討していく。

（文責／研究推進委員長大宮とも子）
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